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世 界 を 変 え る
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講 座 一 覧

イラスト：生駒さちこ　

デザイン：清水 肇（prigraphics）

連続講座

ZOOMを利用した講座です。講座によってフィールドワークのオプションもあります。

少人数・参加型のオンラインゼミです。

フィアレス・シティへの道──地域主権と公共の再生をめざして01
圧倒的な武力・暴力を前に民衆は何を…？　平和のための「紛争」論02

• 【特別オープン講座】
日本×中国　アクティビズムの交差点──フェミニズム、教育、民主主義

• 【国内エクスポージャー】
アートをめぐるフィールドワーク in 滋賀──やまなみ工房を中心に

• 【国内エクスポージャー】
アクションツアー沖縄2024　平和の祈りを沖縄から

当事者と／当事者として考えるパレスチナ問題──難問から世界をみる03
ガンディーの言葉から学ぶ──『非暴力の精神と対話』をテキストとして04
コモンズとしての食──食べ続けるための思想と実践05
それぞれのアイヌ語を受け継ぐ──知里幸恵の先へ06

武藤一羊の英文精読07
ルイースの“Let's talk about the world!”08
 世界のニュースから国際情勢を読み解こう09

鎌田慧・ルポルタージュと文学の現場から10
畑で実践！！＜たね＞からはじまる無肥料自然栽培1 1
ビオダンサ──今、ここに、いのちの灯をともす12
表現することは生きること1 3

オンライン＆ハイブリッド連続講座

オンライン英語ゼミ

対面連続講座

特別企画

教室やフィールドに集まり、対面で交流を深める講座です。



1980年代以降、新自由主義に基づく市場経済、規制緩和、自由貿易
がさらに拡大し、その弊害としての格差や地域経済の衰退は世界各国
でますます深刻になっています。こうした中、各地で政府や大企業・投
資家などがつくるルールの強制から住民の暮らしを守るため抵抗する
「フィアレス・シティ（恐れぬ自治体）」が生まれています。これらはい
ずれも公共の再生、地域主権、持続可能なまちづくりなどを共通の政
策とし、また参加型予算など、直接民主主義的な要素を積極的に取り
入れるなどの特徴があります。この講座では国内外の実践を学ぶこと
を通じて運動のエンパワメントを目指します。

国政において、野党の支持率が低迷する中、自治体レベルで新しいリ
ベラルの政治潮流が拡大しています。このボトムアップの動きと世界的なミュニシ
パリズムの関係を、リベラル保守の観点から考えます。

正規公務員はブルシットジョブに陥り、地方公務員を目指す人は減少、
官製ワーキングプアの非正規公務員と業務委託労働者が担う公共サービス。住民を
支える人がいなくなる危機が間近に迫っています。

2000年代に巻き起こった女性差別撤廃の動きを阻害する「ジェンダー
バックラッシュ」と今日の「トランスジェンダー」を標的とする運動
とのつながりや、自治体への影響を考えます。

住民の暮らしと命を守り、同時に気候危機などのグローバルな課題に
も取り組む「フィアレス・シティ」のネットワークが広がっています。この回では、フィ
アレス・シティに共通する主要政策を学び、欧州や中南米、米国などの事例を紹介し
ます。後半は自己紹介を兼ねた参加者の皆さんのグループワークの時間をとり、それ
ぞれの住む自治体の現状と課題を議論します。

中島岳志　東京工業大学 リベラルアーツ研究教育
院／環境社会理工学院・社会人間科学コース教授

内田聖子　PARC共同代表

上林陽治　立教大学コミュニティ福祉学部特任教授
／元・公益財団法人地方自治総合研究所研究員

神谷悠一　LGBT法連合会理事・事務局長

6/21（金）　いま、政治変革の希望は自治体から
 ──リベラル保守という道

7/5（金）　グローバルなフィアレス・シティのネットワーク
 ──あなたの自治体の課題は？

7/19（金）　ビジネスと人権時代の公共サービス
 ──非正規公務員の待遇改善と公契約条例

8/2（金）　人権と多様性を自治体に
　　──LGBTQ+へのバックラッシュをどう克服するか

「賑わいのあるまちづくり」と称して再開発がさかんに行われています。
それに対して「都市はすでに賑わっているのではないか」という問い
を発したジェイコブズの思想を解説します。

吉永明弘　法政大学人間環境学部教授

8/31（土）13:00～16:00　都市はすでに賑わっている
　　　──住民不在の再開発を環境倫理から考える
《映画『ジェイン・ジェイコブズ：ニューヨーク都市計画革命』鑑賞》

※この回のみ、都
内会場での対面と
オンラインのハイ
ブリッド開催です。

©Library of Congress ©Thought Equity

住民のための共通の財布―地方財政―に住民の意思を反映させるための制度・「住民
参加型予算」が世界的に注目されています。この制度の世界的な動向やその実態、意
義について、共に学びましょう。

フランスでは、2018年のエガリム法により、有機食材の導入など学校
給食の食事改善について高い目標が設定されました。その後の動き
や自治体の役割についてお話しします。

欧州や中南米などの自治体首長・議員選挙では、既存の政党や組織の枠組みを超え、
「市民コレクティブ」と言われるプラットフォームを形成し、政策づくりから候補者
選定を行って選挙に臨んでいます。杉並区長選、京都市長選・市議選、そして若者・女
性を地方議会に増やす「FIFTYS PROJECT」の実践から、日本における市民選挙の可
能性を考えます。

地域経済を重視し、貧困・格差をなくし公的な雇用を安定させること、
また気候危機などのグローバルな課題にも取り組むこと。こうした

転換を自治体で取り組む際の鍵は、「ケアを中心に置く社会」です。地域からの実践
をご報告いただきます。

関　耕平　
島根大学
法文学部教授

藤原　遥　
福島大学
経済経営学類准教授

前田レジーヌ　翻訳家／在フランス

内田聖子
PARC共同代表

能條桃子　
FIFTYS PROJECT代表

井崎敦子 
京都市議会議員

岸本聡子　杉並区長／公共政策研究者

10/4（金）　地方財政に住民の意思を反映させる
 ──参加型予算の国際的な展開とその可能性

9/20（金）　フランスの自治体で進む学校給食の
 有機化・地場産化

10/25（金）　市民選挙の作り方──地域主権を実現す
るための政策づくり、候補者選び、キャンペーンまで

11月で日程調整中　ケアを社会のまんなかに──
 公共再生と地域主権に向けて
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恐 れ ぬ 自 治 体

ィアレス・シティへの道
──地域主権と公共の再生をめざして

オンライン連続講座

2024年6月～11月　原則、金曜日19:00～21:00
●全9回　●開催形式：オンライン（zoom）　
●受講料：20,000円〈U25割：5,000円〉

コーディネーター 内田聖子　PARC共同代表
貿易・デジタル分野を中心に調査研究・政策提言を行う。杉並区政に
も関わる。編著に『自由貿易は私たちを幸せにするのか？』コモンズ 
2017／『コロナ危機と未来の選択―気候正義・格差是正・民主主義への

10の提言』コモンズ 2021　
参考文献：『Fearless Cities Municipalist Politics in Action』（ダウンロード可能）　
https://www.fearlesscities.com/en/file/84/download?token=5QDvyFAO
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戦争・紛争・占領などの中で、圧倒的な武力や暴力が行使される事態
が、世界各地で起きています。生命が数多く奪われるだけでなく、人権
侵害、環境破壊、貧困と飢餓、多くの人が住処を追われるなど計り知れ
ない負の影響をもたらしています。これらの問題は二度にわたる世界
大戦を経験した世界が「平和と安全」を目指す運営基盤として国連な
どの国際機関を設立・維持し、加えて戦争や紛争といった事態下でも
人権と人道を守るための国際法規・法廷等を設立してきたにも関わらず、
起き続けています。市民社会も世界で多様な主体と連帯し暴力との闘
いを続けていますが、暴力に圧倒される場面もしばしばあります。
それでも私たちは「何かができるはず」という衝動と現実とのギャッ

プに打ちのめされそうになりながらも前に進むことを諦められません。
この講座では様々な武力・暴力が行使されるグローバルな事態に対して、
それを作り出す要因となる社会・経済構造と市民社会の希望と課題に
ついて多様な視点から分析し、今日から踏み出す一歩を一緒に考えます。

2024年6月～7月
原則、火曜日19:00～21:00
●全8回　●定員：30名
●開催形式：対面（PARC自由学校教室）またはオンライン（zoom）の選択制
※受講方法を適宜切り替えていただくことも可能です。
※教室開催が困難な場合には、オンライン参加のみとする可能性があります。
●受講料：25,000円〈U25割：5,000円〉

2023年10月7日からパレスチナ、ガザの人びとは世界中が見守る中、
空爆や逮捕にさらされ、1月末時点で死者は27000人を超え、そのうち

1万人以上が子どもたちと言われています。その光景を見守る私たちに何ができるの
でしょうか？ 何をすべきでしょうか？

パレスチナやウクライナでの「ジェノサイド」を、現在の戦争法規や
国際法廷、国連をはじめとする国際機関だけでは、なかなか止めるこ
とができません。それはなぜなのか、また私たちにできることは何な

のか、皆さんと共に考えられればと思います。

ピースボートという地球一周の船旅を企画するNGOで働いています。
これまで出会ってきた世界中の人たちとのつながりを通して見える
世界の困難をどう共に乗り越えていけるのか考えましょう。

2023年、日本は他国軍への武器無償援助「政府安全保障能力強化支援（OSA）」の運用
を開始し、殺傷武器の輸出を解禁しました。「平和国家」を捨て去る大転換は何をも
たらすのでしょうか。

ミャンマー軍によるクーデターが起きてから3年以上たっても、日本政
府はODAなどの公的支援を停止していません。紛争に関わる可能性の
ある資金の流れを止める重要性とその実現の難しさについて考えます。

南アフリカのアパルトヘイト撤廃や、東ティモールの独立には、世界の市民の連帯が大
きな力となりました。それらの活動の経験を踏まえ、今、そのほとんどをモロッコが実
効支配している西サハラに平和をもたらすために活動する二人からお話をうかがいます。

インドネシアのアチェでは、日本の天然ガス開発を背景に独立運動が
起き、軍事作戦下で深刻な人権蹂躙が発生しました。2005年の和平合
意後、課題を抱えながらも、市民社会の努力で平和を定着させています。

アチェの経験から、私たちは何を学べるでしょうか。

佐々木寛　新潟国際情報大学教授

畠山澄子 NGOピースボート共同代表

杉原浩司
武器取引反対ネットワーク
（Network Against Japan Arms Trade＝NAJAT）代表

木口由香 メコン・ウォッチ事務局長

津山直子
アフリカ日本協議会副代表／
明治学院大学国際平和研究
所研究員／西サハラ友の会運
営委員

松野明久
大阪大学名誉教授／
西サハラ友の会運営委員

佐伯奈津子 名古屋NGOセンター政策提言委員/NGO・外務省定
期協議会ODA政策協議会NGO側コーディネーター/名古屋学院大学

7/16（火）
パレスチナ：国際社会に翻弄されてきた人びとに

　 寄り添って

7/22（月）
平和のための戦争学──グローバルな平和と安全を、
私たちはどのように構築すれば良いのか？

7/30（火）
絶望と希望が隣り合わせのこの世界で
──それでも行動するということ

6/11（火）
日本は「死の商人」になるのか──OSAと武器輸出

6/25（火）
ミャンマー：紛争に流れる資金を止めるためには

6/18（火）
〈平和を創る〉ための市民連帯
──南アフリカ・東ティモールから西サハラへ

7/9（火）
アチェ：日本の天然ガス開発が原因となった紛争と
  津波がもたらした和平

圧倒的な武力・暴力を前に民衆は何を…？
平和のための「紛争」論

6/4（火）
多角的な視点で平和を考える
──分断や紛争を生まない社会をつくるために

アフガニスタン、ウクライナ、パレスチナをはじめここ数年の国際情勢を、日本の
NGOとして活動してきた視点から読み解きます。日本の報道が伝える、欧米中心の「国
際社会」の主張や軍事支援は、果たして平和を創りだせるのでしょうか？

今井高樹  
NGO非戦ネット呼びかけ人／
日本国際ボランティアセンター（JVC）代表理事

ハイブリッド連続講座

井上禮子 前・パルシック代表理事

1953年、東京都生まれ。早稲田大学、コーネル大学大学院卒業。シャプ
ラニール代表理事、国際協力NGOセンター（JANIC）理事長、恵泉女学

園大学教授、聖心女子大学グローバル共生研究所所長などを歴任した。

コーディネーター 大橋正明
PARC共同代表／SDGs市民社会ネットワーク共同代表理事
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パレスチナ問題は、およそ一世紀にわたり解決の糸口すら見えない
世界の難問であり続けています。同時にこの問題は、単に局地的な領
土紛争であるのみならず、この世界全体の歴史と仕組み、そしてそこ
にある様々な歪みを象徴する問題でもあります。
実はこの問題に対しては、「国家はなぜ存在するのか？」「法の正し

さとは何か？」「人間の自由とはなにか？」「信仰とは何か？」「我々は何
者なのか？」といった、根源的で普遍的な、しかし忘れられがちな問い
に改めて回帰しなければ、本当の意味で向き合うことはできません。

この講座では、当事者（ディアスポラ・パレスチナ人ムスリム）のパ
レスチナ研究者でありながらイスラーム地域研究者として、そうした
問いに対して独自の視点から考えてきた講師と、多様な専門知識を持っ
たゲストらと共に、具体的な歴史や最新情勢のみならず、宗教やイデ
オロギー、文学といった普遍的な枠組みを通じて、人類規模の問題と
してのパレスチナ問題を考えます。これにより、参加者一人ひとりが
「当事者として」この問題を読み解き、行動できるようになることを目
指しています。

2024年6月～10月
水曜日19:00～21:00
●全8回　●定員：20名
●開催形式：対面（PARC自由学校教室）またはオンライン（zoom）の選択制
※受講方法を適宜切り替えていただくことも可能です。
※教室開催が困難な場合には、オンライン参加のみとする可能性があります。
●受講料：【講義（全8回）のみ】25,000円〈U25割：5,000円〉
 【講義（全8回）＋フィールドワーク】31,000円〈U25割：8,000円〉
※フィールドワークのみの参加はできません。

前回を踏まえ、イスラエルとパレスチナ人社会での歴史認識の違いを考え、なぜその
違いが生まれ、どんな形で克服されるべきかを、現地での様々な実践を基に議論します。
パレスチナの歴史を見る私たちの側のバイアスやステレオタイプについても検討します。
【参考文献】ラシード・ハーリディー著、鈴木啓之・山本健介・金城美幸訳『パレスチナ
戦争──入植者植民地主義と抵抗の百年史』法政大学出版局 2023

パレスチナ問題を包括的に理解し、我々の行動にもつなげていくため
には、理性的思考だけでなく、人間的な共感というチャンネルを通じ

て学ぶことも重要です。今回は専門家を迎えてパレスチナ文学について学び、そのよ
うな理解の扉をひらくことを目標とします。
【著書】『ガザに地下鉄が走る日』みすず書房 2018／『アラブ、祈りとしての文学』み
すず書房 2015　
【参考文献】ガッサーン・カナファーニー『ハイファに戻って /太陽の男たち』河出文庫 

2017／エミール・ハビービー『悲楽観屋サイードの失踪にまつわる奇妙な出来事』作
品社 2006

歴史的経緯について考えてきたこれまでの着地点として、現在に焦点
を当てます。今回は長年にわたり現地取材を重ねてきたゲストを迎え、

ドキュメンタリー映像作品を交えて現状に迫ります。

パレスチナ問題について考える基礎知識として決定的な重要性を持つ「歴史」につい
て、実証的見地から全体像を概観します。

パレスチナ問題を包括的に理解するために重要な観点は、国際政治という力学です。
つまりこの問題はパレスチナとイスラエルだけのものではなく、世界中の政治的な
力学に関係しているということです。そして日本も無関係ではありえないことにつ
いても理解を深めます。

この講義の全体像の振り返り、およびディスカッションを通じながら、パレスチナ問
題の具体的な解決の方策についての多様な議論を通じて将来を展望します。また、我々
ができる行動方法についても、実在する事例を交えて検討します。

パレスチナ問題の正しい理解を歪めてしまうひとつの要素に「宗教」があります。た
だしここでは「宗教が問題である」というより「宗教的なものを正しく理解できない我々
の問題」に注目します。ムスリムである講師と共に、我々と宗教の関係性について考
えを深めます。
【参考文献】松山洋平『イスラーム思想を読み解く』ちくま新書 2017

7/24（水）　対立する歴史認識
 ──パレスチナの歴史をいかに理解するか

10/9（水）　アートによる抵抗──文学を中心に

8/7（水）　いま、ガザで何が起こっているのか？

7/10（水）　問題の歴史的形成

10/16（水）　国際政治のなかのパレスチナ問題

10/30（水）　パレスチナ問題の「解決」

9/25（水）　宗教の関係性／無関係性

当事者と／当事者として考えるパレスチナ問題
──難問から世界をみる

6/19（水）　なぜ「パレスチナ」を学ぶのか？
パレスチナ問題は単なる局地的な時事問題ではありません。それを学ぶ今日的意義は、
その「普遍性」にあります。「国家」「イデオロギー」「宗教」「対話」などのキーワードを
軸に、世界全体をより深く理解するための基礎としてパレスチナ問題を学ぶという
視点について考えます。
【参考文献】臼杵陽『世界史の中のパレスチナ問題』講談社現代新書 2013

1992年埼玉県生まれ、日本とパレスチナのハーフ。慶應義塾大学
大学院政策・メディア研究科後期博士課程修了。博士（政策・メディ
ア）。2023年より現職。

ハイブリッド連続講座

講師＆コーディネーター　ハディ ハーニ
明治大学特任講師／東京ジャーミイ文書館理事

ゲスト講師 岡　真理 早稲田大学教授

ゲスト講師 土井敏邦 ジャーナリスト／映画監督

講師からのメッセージ：
逆説的ですが、パレスチナ問題を理解するためには、パレスチナ以外の多くのことを知らな
ければなりません。多様な切り口を通じて頭を柔らかくしながら、一緒にこの難問について
考えを深めていきましょう。

 オプションで参加可能！ フィールドワーク 

東京都渋谷区にある日本最大のイスラム教寺院（マスジド）を講師と共に訪ねます。
マスジド内部を見学するとともに、ムスリムとの気軽な会話を通じて、自身の信仰と
日本社会の関係、またパレスチナ問題といったテーマにどのように向き合っているのか、
などの点について学びます。

9/28（土）日中　　　●定員20名

【フィールドワーク :東京都渋谷区】
東京ジャーミイを訪ねる



紛争や戦争、差別や暴力に満ちた現代の世界情勢の中で、「非暴力」
や「不服従」はどこまで可能なのでしょうか。
ガンディー思想の中核をなす「アヒンサー（非暴力）」をテーマとして
編纂された『非暴力の精神と対話』を、ガンディー研究者の石井一也さん
と読んでいきます。
現代に生きる私たちはガンディーの言葉から何を受け取り、伝え、
そして実行していくことができるのか、考えたいと思います。
双方向で質疑応答やディスカッションも行う、少人数制・参加型の
ゼミです。
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2024年8月～12月　
原則、金曜日19：00～21：00
●全10回　●開催形式：オンライン（zoom）　●定員：20名
●受講料：30,000円〈U25割：5,000円（先着2名）〉

ガンディーの言葉から学ぶ
──『非暴力の精神と対話』をテキストとして

オンライン読書ゼミ

講師 石井一也　香川大学法学部教授
1991年、早稲田大学大学院経済学研究科修士課程修了。 1997年、京都
大学大学院経済学研究科博士後期課程修了。 香川大学法学部講師、助
教授、スタンフォード大学経済学部客員研究員などを経て、2008年よ
り現職。 博士（経済学）。

 ゼミの進め方 　 

オンラインでの開催です。1回につき一章の
半分程度を読み進めていきます。発表者を事
前に決め、毎回半章ずつ発表を行った後、講
師からの解説と質疑応答・ディスカッション
を行います。

【テキスト】 ガンディー著、森本達雄訳『非暴力の
精神と対話』レグルス文庫 2001
※テキストは事前に各自でご購入ください。
【参考文献】 M.K. ガーンディー著、田中敏雄訳
『真の独立への道（ヒンド・スワラージ）』岩波文庫 

2001／石井一也『身の丈の経済論―ガンディー思
想とその系譜』法政大学出版局 2014

初回は、本書の概要とガンディー研究を始めるきっかけとなった講師のエピソードなど
をお話しします。

8/9（金）
オリエンテーションと自己紹介

『非暴力の精神と対話』では断片的に触れられているガンディーの経済論（「小さな経済」
の考え方）について、講師の論稿をもとにご紹介します。

11/8（金）
コーヒーブレイク

イギリスの撤退後、軍隊や警察による社会秩序の維持を無効と考え、不可触民や無学の
人びとを「神」とみて、階層差別を維持する価値観の転倒を促します。

11/22（金）
第三章　すべての宗教の根源にあるもの（前半）

ブッダ、キリスト、ムハンマドによる自己犠牲と放棄の生活を引いて欲望の増大を戒め、
他宗教を尊重して自宗教の限界をわきまえようとします。

12/6（金）
第三章　すべての宗教の根源にあるもの（後半）

全体を振り返り、現代に生きる私たちが、ガンディー思想から何を学び、受け継いでいけ
るのかを皆で考えたいと思います。

12/20（金）
まとめとして

ガンディーが生きた時代や社会の背景について、またガンディーの思想の中核について
解説します。

8/30（金）
ガンディーの人生と思想について

ガンディーは、「非暴力」が「強者の道」であることを示し、兵役と納税および特権の拒否
を含む「抵抗」の手段としてそれを語ります。

9/13（金）
第一章　アヒンサーとサティヤーグラハ（前半）

「非暴力」の義勇兵が従うべき規律を提示し、「非暴力」の観点から原子爆弾に原子爆弾
で対抗したい誘惑を戒めます。

9/27（金）
第一章　アヒンサーとサティヤーグラハ（後半）

自身によるインドへの奉仕が人類への奉仕を含むことを述べ、戦争の大義としての「民
主主義」の欺瞞を語り、なおかつヒトラーを「親愛なる友」と呼んで改心を促します。

10/11（金）
第二章　非暴力の精神と対話―世界へのメッセージ（前半）

独自の社会主義論を展開し、日本人の軍国主義的野心を欧米の帝国主義と同様に拒絶す
る姿勢をみせています。

10/24（木）
第二章　非暴力の精神と対話―世界へのメッセージ（後半）

講師からのメッセージ：
大学院では、タイ児童労働のフィールド調査なども同時に行い、開発を批判的にみる
研究をしてきました。今はもっぱらガンディー研究に専念し、西欧近代を乗り越え
る価値を探しています。地球という閉じられた空間において、人間が他者と共にい
かに生きてゆくか、皆さんと考えてゆきたいと思います。



食料や農産物は工業製品と比べると安価でかさばって運賃負担力が
弱く、長期保存が難しいという意味で極めて地域限定資源であり、地
産・地消が原則です。農業を極限まで外部化してきた日本は、改めて
国内生産を見直す必要があります。

「オーガニックは高くて買えない」という声をよく耳にします。所得
に関係なく、誰もがオーガニックにアクセスできる社会はどのように
したら実現可能か、考えます。

こども食堂の数は7,000を超えました。本当に必要としている人にとっ
て、こども食堂は食を届け、居場所になっているのでしょうか。改めて、
その姿を考えます。

柴田明夫　資源・食糧問題研究所代表

関根佳恵　愛知学院大学経済学部教授

栗林知絵子　
NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク理事長

7/4（木）
食料危機にいかに備えるか

7/25（木）
オーガニックは高所得者だけのもの？──オーガニッ

クをコモンズにする道を考える

8/8（木）
だれのためのこども食堂か

私たちの食生活に欠かせない牛乳・乳製品。それを育む酪農家は、飼料高
騰で赤字経営に追い込まれ危機的情況にあります。酪農を守り発展させ
る道を探ります。

自らのルーツに根差した食を求めて「耕す」移住労働者は少なくありません。
米国と日本の事例をもとに、食の格差・貧困が広がる中でマイノリティとし
て暮らす人びとの耕す行動と動機、直面する困難を紐解きながら、公正で
持続可能な食と農への道筋を探ります。

世界の温室効果ガス排出の3分の1がグローバルな食料システムによる
ものとされています。講義では、気候温暖化や食と農における格差の課
題と国際的に注目される小農の動きについて紹介します。

どのようにして、食は武器になったのか。どのようにして、食は人を動か
したのか。人間の身体を貫く「食権力」という概念を用いて、歴史と現在
について語ります。

講座のガイダンス。PARCが制作したDVD『お米が食べられなくなる
日』を鑑賞した上で、食をみんなで分かち合うために何が必要か、参
加者の皆さんと問題意識を交流します。

高橋　巌　日本大学生物資源科学部教授

山本奈美　京都大学大学院農学研究科研究員

松平尚也　農業ジャーナリスト
 ／龍谷大学兼任講師／AMネット代表理事

小口広太　千葉商科大学人間社会学部准教授／PARC理事

9/19（木）
1本の牛乳から日本と世界を考える
──日本酪農の重要性

10/3（木）
ここで耕して生きていく
──自らの食を耕す移住労働者たち

10/17（木）
小さな食と農が地球を守る

10/31（木）
食べものをめぐる総合的考察──食権力とわたしたち

6/20（木）
私たちが食べられなくなる日はやってくるのか
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コロナ禍、ウクライナ危機を背景に「食料危機」という言葉が身近で
語られるようになりました。所得格差がますます広がる中、食品の値
上がりが続き、食べることが「できる人」と「できない人」の分断も進
んでいます。誰もが安心して食べ続けることができる社会をつくるこ
とは、果たして可能なのでしょうか。この講座では、食をめぐる社会構
造を明らかにするとともに、食をみんなで分かち合う＝コモンズにす
る思想と実践からその未来を探ります。

2024年6月～10月
木曜日19:00～21:00
●全8回　
●開催形式：オンライン（zoom）
●受講料：【講義（全8回）のみ】18,000円〈U25割：5,000円〉
 【講義（全8回）＋フィールドワーク】24,000円〈U25割：8,000円〉
※フィールドワークのみの参加はできません。

コモンズとしての食
──食べ続けるための思想と実践

1983年、長野県塩尻市生まれ。専門は地域社会学、食と農の社会
学。有機農業や都市農業の動向に着目し、フィールドワークに取
り組んでいる。

オンライン連続講座

コーディネーター 小口広太
千葉商科大学人間社会学部准教授／PARC理事

 オプションで参加可能！ フィールドワーク 

都市農業の先進地・東京都練馬区を訪ね、白石農園を見学します。そ
の後、白石農園に隣接し、地産地消にこだわるレストラン「La毛利」
で懇親会を実施します。

11/9（土）　10：30～12：30（予定）　　●定員20名

【フィールドワーク :東京都練馬区】
白石農園を訪ねる──地産地消という豊かさ

藤原辰史　京都大学人文科学研究所准教授

白石好孝　白石農園代表

2022年度に行った連続講座「ポストコロナ時代のライ
フスタイル：都市は変われるか」を原案にした書籍がコ
モンズから刊行されました。コロナ禍で脆弱性が顕在化
した都市のライフスタイルを持続可能なものへと変え
ていくにはどうしたらよいか？ 

 PARC自由学校の講座が本になりました！

『農の力で都市は変われるか』
小口広太、アジア太平洋資料センター（編著）
コモンズ刊、2023年、1,800円+税



ラテンアメリカのアンデス高地の先住民をめぐる研究をしていて、そこで
先住民の言葉であるケチュア語やアイマラ語を学ぶ過程で、日本でもア

イヌ語を学び、アイヌ語を現代の日常に回復しようとする動きに関わるようになりました。
PARCでも以前にアイマラ語の講座を担当したことがあり、その後ケチュア語の神話を読
むサークル活動として現在まで続いています。
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アイヌ語で語られてきた口承文芸には、様々なかたちで社会の知や
歴史が反映しています。今年度の講座では、物語を社会や歴史に開い
て、和人（アイヌではない日本人）との交渉、歴史認識、脱植民地化といっ
た観点から読み解くことと、それぞれの地域で異なるアイヌ語の伝承
に関わる人々に話を聞くことで、アイヌ語復興の最先端の動きとつな
がろうとする取り組みを組み合わせます。
昨年度の『アイヌ神謡集』を取り上げた講座と同様に、物語を読むこ
とと併せてアイヌ語の基礎的な知識を身につけます。一から解説を行
いますので、アイヌ語の予備知識を前提とはしません。昨年度までの
アイヌ語講座も前提とはしませんので、初めてアイヌ語に触れる方も
どうぞお気軽にご参加いただければと思います。
また、希望者を対象として、アイヌ語・アイヌ文化の活動に取り組む場
所を訪ねる北海道合宿や関東地域でのフィールドワークも考えています。

2024年6月～2025年1月
金曜日19:00～21:00
●全11回　●定員：25名
●開催形式：対面（PARC自由学校教室）またはオンライン（zoom）の選択制
※受講方法を適宜切り替えていただくことも可能です。
※教室開催が困難な場合には、オンライン参加のみとする可能性があります。
●受講料：46,000円〈U25割：5,000円〉

アイヌ語の中でも樺太の言葉はよりマイナーな言語です。マイナー
言語の継承には、言語そのものの研究教育と、言語権が保障される社会づくりが必要
であることをお話しします。

ゲスト講師 北原モコットゥナㇱ
北海道大学アイヌ・先住民研究センター教授／北海道大学アイ
ヌ共生推進本部兼務教員

11/8（金）
樺太のアイヌ語を受け継ぐ

それぞれのアイヌ語を受け継ぐ
──知里幸恵の先へ

6/14（金）
アイヌ文化入門ワークショップ

7/26（金）
知里真志保は何を明らかにしたのか？

12/13（金）　様似のアイヌ語を受け継ぐ

1/24（金）　 
二風谷でアイヌ語を学び、伝える

10/11（金）
曾祖父・長濱清蔵が残した十勝のアイヌの物語

6/28（金）
アイヌ語の物語を読む（1）カムイとアイヌ文化

10/25（金）
アイヌ語の物語を読む（3）散文説話と歴史2

11/22（金）
アイヌ語の物語を読む（4）英雄叙事詩と歴史1

2025/1/10（金）
アイヌ語の物語を読む（5）英雄叙事詩と歴史2

7/12（金）
アイヌ語の物語を読む（2）散文説話と歴史1

アイヌ民族文化財団が発信している動画やアイヌ文化体験キットを
用いてアイヌ文化を紹介します。ウポポ（座り歌）を一緒に歌ってウ
コウㇰ（輪唱）しましょう。

知里真志保の研究は膨大な範囲にまたがるものです。その中でアイ
ヌ語学・アイヌ文学研究の分野において、現代においても大きな影響
を残しているものをピックアップして紹介します。

学べば学ぶほどアイヌ文化は奥深さと豊かさがあると感じています。
今回はご一緒にアイヌ語の方言を知りましょう。

平取町二風谷は人口の約7割がアイヌにルーツがある地域とされ、アイヌ語やアイヌ
工芸等の伝承が盛んな地域です。二風谷でのアイヌ語やアイヌ文化に関わる取り組
みや、伝承活動についてお話したいと思っています。

私の曾祖父・長濱清蔵は、いくつかのアイヌ語の物語をオープンリー
ルに録音して残しました。録音当時のことや、清蔵の友人・四宅ヤエ
さんのこと、そしてこの二年ほどで行った、物語の聞き起こし作業な
どについてお話しします。

ゲスト講師 木原仁美 
アイヌ文化交流センター副所長代理／知里幸恵銀のしずく記念館館長

ゲスト講師 中川　裕  千葉大学名誉教授

ゲスト講師 岡本朋也  
アイヌ文化伝承者／アイヌ工芸作家（二風谷）

原田啓介 
（株）平取町アイヌ
文化振興公社
21世紀伝承の森係

原田梨乃 
（株）平取町アイヌ
文化振興公社
伝承者育成事業係

ゲスト講師 瀧口夕美  編集グループSURE代表

ハイブリッド連続講座

講師＆コーディネーター 藤田　護
慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス環境情報学部専任講師

ゲスト講師 



思想的意味のある英文テキストを掘り下げて読み込む講座です。こ
とばの一つひとつの解釈やそこに込められた作者の思想を読み解き
ながら、講師と受講生で内容について議論を深めていきます。これま
では通年で一冊を読み上げる方式をとってきましたが、今年はテー
マを立てて、複数のテキストを読み込んでいきます。今年のテーマは 
Eurocentrism（ヨーロッパ中心主義）。ガザでのジェノサイドを前に、
このテーマに挑戦してみましょう。

2024年5月～2025年3月　水曜日 19:00～21:00　
●全10回　●開催形式：オンライン（zoom）　●定員：15名　
●受講料：34,000円〈U25割：5,000円（先着2名）〉

【テキスト（予定）】　Ella Shohat and Robert Stam, "Unthinking Eurocentrism: 
Multiculturalism and the Media", 2nd ed., Routledge, 2014.（エラ・ショハット、
ロバート・スタム『ヨーロッパ中心主義を考えほぐす—多文化主義とメディア』）
Bernard Regan, “The Balfour Declaration: Empire, the Mandate and 
Resistance in Palestine”, Verso, 2017.（バーナード・リーガン『バルフォア宣言—帝
国、委任統治そしてパレスチナにおける抵抗』）
Vijay Prashad ed., “Letters to Palestine: Writers Respond to War and 
Occupation”, Verso, 2015. （ヴィジャイ・プラシャド編『パレスチナへの手紙—戦争
と占領に応答する作家たち』）ほか
※上記3冊を取り上げることを予定しています。テキストの詳細は、お申込みいただ
いた方に改めてご案内させていただきます。

武藤一羊の英文精読
オンライン英語ゼミ
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第1回：5/29 第2回：6/26 第3回：7/31 第4回：9/18 第5回：10/23 第6回：11/20 第7回：12/18
第8回：2025/1/22 第9回：2/19 第10回：3/19

日
程

1931年生まれ。「ベトナムに平和を！市民連合」での活動を経て、
1969年に英文雑誌『AMPO』の創設メンバーとして日本の情勢を世界
の知識人に発信する。1973年鶴見良行、北沢洋子などとともに「アジ

ア太平洋資料センター（PARC）」を設立、1996年まで代表を務める。1998年「ピープ
ルズ・プラン研究所」を設立。社会評論家としてノーム・チョムスキーなどの知識人
と国際的な親交をもつ。1983-2000年、ニューヨーク州立大で期間教員を務める。

講師からのメッセージ：
ヨーロッパとは何か、欧米とは何か、普遍的人権の擁護者なのか、そうではないとすれば、
一体何なのか、そう問う切実な必要に今世紀の世界社会は迫られています。200万
のガザのパレスチナ住民にたいしてイスラエルが実行しているのはおぞましいジェ
ノサイドです。イスラエル国家防衛が至上価値、そのためには、何をしても許される、
パレスチナ人は敵、子どもであろうと老人であろうと抹殺してもそれは当然の愛国
的行為だ。こうした立場を公然と宣言してガザのパレスチナ人へのジェノサイドを
実行しているイスラエル国家をいくつもの米英・欧州の国家は、同志として、公式に
支持し、これに異を唱える人びとを「反ユダヤ主義」（anti-Semitism） と呼んで弾圧
しています。勝手に自己を普遍者と主張し、全体に押し付ける Eurocentrism は、イ
スラエル・パレスチナ問題にもっとも露骨に貫かれているとも言えるでしょう。そこ
に Eurocentrism という近代世界の深刻な問題への一つの入り口があると思われます。
いくつかの文献を読み合わせながら、議論するクラスにしたいです。

講師　武藤一羊　ピープルズ・プラン研究所 運営委員

クラスの進め方
♳パラグラフごとの精読と ♴事前に分担を決めての要約報告を並行して行います。
次回に読むテキストと箇所を毎回指定しますので、各自予習してご参加ください。要
約報告については、初回のオリエンテーション後に各回の分担を相談して、発表者の
報告と質疑応答・ディスカッションを行います。

PARCでは50周年を記念して、英文『AMPO』の全
巻公開をはじめとした、デジタルアーカイブを作成・
公開しました。武藤さんの執筆された原稿も多数
掲載されています。ぜひアクセスしてください。

アジア太平洋民衆運動アーカイブ（AMPO-AP）　開設！

https://parc-ampo.net/



自分の意見や思いを英語で発信する力を一緒にみがきませんか？　
このクラスでは、平和教育や人権問題に取り組んできたルイースさん
を講師に、英語での表現を楽しく、そして丁寧に学んでいきます。ニュー
ス記事や映像など、様々な英語コンテンツで事前に語彙や表現を学ん
だ上で、英語で意見交換をしていきます。コミュニケーション力を高め、
自分の意見をはっきりと伝える力もつけていきましょう。毎回様々な
テーマを扱いますが、受講生からのトピックスの提案も大歓迎。皆さ
んのご参加、お待ちしています！

インターネットや雑誌、新聞の英文記事を読み、その背景も学びな
がら日本語で議論する講座です。 開発、経済、貿易、食の問題など、日
本や世界の情勢についてのトピックから、参加者とともにテーマを選
んでいきます。英語の文章を読み解く力、日本語らしく訳す力、そして
溢れる情報を判断する力を身につけると同時に、様々なものの見方や
考え方に出会うことができます。

デンマーク出身。コペンハーゲン大学で社会文化人類学の修士号、スウェー
デンのマルメ大学で平和・紛争研究の学位を取得。アムネスティ・インター

ナショナルなど複数のNGOでの経験を経て、現在はNPOスタッフとして平和教育プログ
ラムの開発等に関わりながら持続可能性と平和教育に情熱を注ぐ。熱心な読書家であり、
旅行や、ハイキング、スキー、キャンプなどアウトドアも愛する行動派。

講師　ルイース・ソレンセン　
NGOピースボート国際コーディネーター

2024年9月～2025年1月　火曜日 19:00～21:00　
●全10回　●開催形式：オンライン（zoom）　●定員：15名　
●受講料：34,000円〈U25割：5,000円（先着2名）〉

2024年6月～2025年1月
原則、隔週火曜日 10:00～12:00　
●全15回　●定員：20名　
●開催形式：対面（PARC自由学校教室）またはオンライン（zoom）の選択制
※教室開催が困難な場合には、オンライン参加のみとする可能性があります。　
●受講料：43,000円〈U30割：5,000円（先着2名）〉

こんな人におすすめ！
●平和や人権などの社会問題について英語でディスカッションできるようになり
たい方　●自分の意見を英語で発信するコミュニケーション力をつけたい方

※このクラスは、基本的な英語の読み書きと会話ができる方を対象にしています。 授業はディス
カッションを中心とし、すべて英語で行われます。

ルイースの“Let's talk about the world!”

世界のニュースから国際情勢を読み解こう

オンライン英語ゼミ

オンライン英語ゼミ

第1回：6/25
第2回：7/9
第3回：7/23

第4回：8/6
第5回：8/27
第6回：9/10

第7回：9/24
第8回：10/8
第9回：10/22

第10回：11/5
第11回：11/19
第12回：12/3

第13回：12/17
第14回：2025/1/14
第15回：1/28

日
　
程

米国コーネル大学大学院在学時からACORN（Association of Community 
Organizations for Reform Now）をはじめとする米国における低所得者
層を支援する社会運動に関わる。帰国後は環境NGO A SEED JAPAN事

務局を経て現職。社会的連帯経済を推進する大陸間ネットワーク（RIPESS）やアジア太平
洋調査ネットワーク（APRN）など国際的なNGOネットワークの理事も担う。

ロンドンに22年間在住し、ITF本部で内陸運輸部長を務める。ILOなどで
ITFを代表。2020年よりITF東京事務所で現職として、ライドシェア問題
に取り組む。アムネスティ英国支部「結成30周年と30人の労働組合人権

活動家賞」受賞（2009年）。国際労働運動につき、寄稿多数。

講師　田中　滋　PARC事務局長・理事

講師　浦田　誠　国際運輸労連（ITF）政策部長

こんな人におすすめ！
●日本ではあまり伝えられないニュースの裏側を知りたい方
●NGOや独立系メディア、批評家の視点や分析を知りたい方

※2人の講師が分担してそれぞれの回を担当します。
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第1回：9/3
第2回：9/17
第3回：10/1

第4回：10/15
第5回：10/29
第6回：11/12

第7回：11/26
第8回：12/10

2025年
第9回：1/14
第10回：1/28

日
程



わたしたちは何を切り捨て、何を忘れながら生きてきたのでしょうか。
現代社会の矛盾と痛苦を、高みからではなく、同じ時代に生きる人間
として、切れば血が噴き出るような文章で描き続けてきたルポライター・
鎌田慧さんのシリーズ。好評につき第2弾の企画。今回は文学、評伝と
いうジャンルにも幅を広げ、ルポルタージュが持つ繊細かつ豊饒な世
界を、フィールドワークを交えてたどります。作品の案内人・聞き手を
務めるのは、ジャーナリストの永田浩三さん。毎回、鎌田さんの著作を
ひもときながら、日本社会の消された声、声なき声を浮かび上がらせます。

講師からのメッセージ：
PARCの講座は、昔、武藤一羊さん、花崎皋平さん、吉川勇一さんなどが活躍されて
いた頃、何度か伺ったことがあったのですが、80半ばを過ぎて、また出向くようにな
るとは、想像外でした。永田浩三さんの勤勉さに感嘆させられての二度目のお勤めです。
昔書いたことが現代に通用するかどうかの確認というか、実験です。

講師からのメッセージ：
鎌田さんのルポルタージュの一行一行は、地を這うような取材や体験の賜物です。今
回は鈴木東民のようなジャーナリスト、永山則夫の文学、さらに「屠場」の現場につ
いて注がれる鎌田さんのまなざしを通して日本社会の根っこを見つめてまいります。
代表的な作品の一節をわたしが朗読して進めてまいります。

1938年青森県生まれ。新聞記者、雑誌編集者を経て、1968年よりフリーの
ルポライター。著書は150冊を超える。主著に『自動車絶望工場』『六ヶ所
村の記録―核燃料サイクル基地の素顔』（毎日出版文化賞受賞）『狭山事

件の真実』など。2017年には「朝日新聞」青森版の聞き書き連載をもとに『声なき人々の戦
後史』（聞き手：出河雅彦、上下巻、藤原書店）が刊行された。

1954年大阪府生まれ。1977年NHK入社。ディレクターとして教養・ドキュ
メンタリー番組を担当。プロデューサーとして『クローズアップ現代』『NHK

スペシャル』『ETV2001』等を制作。2009年から武蔵大学社会学部教授。著書に『ヒロシマ
を伝える 詩画人・四國五郎と原爆の表現者たち』『奄美の奇跡』など。ドキュメンタリー映
画『闇に消されてなるものか』『命かじり』など。現在『原爆と俳句』（仮題）を執筆中。
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2024年6月～8月／オプション回 9～10月
木曜日19:00～21:00
●全4回　●定員：30名（オプションは20名限定）
●開催形式：対面（千代田区内（予定）ほか）
●受講料：【講義（全4回）のみ】21,000円
 【講義（全4回）＋オプション】29,000円
※出かける回は現地への交通費・食費・実費などが別途かかります。
※オプションのみの参加はできません。

鎌田慧
ルポルタージュと文学の現場から

対面連続講座

講師 鎌田　慧　ルポライター

コーディネーター 永田浩三　武蔵大学 教授／ジャーナリスト

6/13
『逃げる民』
──出稼ぎ労働者を農村から見る、都会から見る

6/27
永山則夫を読む

7/11
『国鉄処分』そして今

8/1
反骨のジャーナリスト・鈴木東民

不況になると農村の工場は潰れ、都会では出稼ぎ者が真っ先に切り捨てられる。ひと
りの労働者として、出稼ぎ労働者と寝食を共にしながら見えてきたものは何か。出稼
ぎは農村の地域を家族をどう変えたのか。
【参考文献】鎌田慧『逃げる民　出稼ぎ労働者』日本評論社 1976 ほか

網走で生まれ津軽で育った永山則夫。連続射殺事件を起こした。このたび『永山則夫
小説集成』が完結した。貧困、DV、自殺未遂、密航、窃盗・・・。永山は自身の小説を「生
きざまさらし」と言った。第1作の『木橋』や大阪での日々をテーマにした『異水』、長
編詩『螺旋（らせん）』などを読み解く。
【参考文献】『永山則夫小説集成』（全2巻）共和国 2023 ほか

日本の社会を根底から変えた国鉄の分割・民営化とは何だったのか。JRができる前
後にどのような理不尽が闇に葬られたのか。その実態にふたたび光を当て、今もJR
で進行する問題についても考える。
【参考文献】鎌田慧『国鉄処分　JRの内幕』講談社文庫 1989 ほか

讀賣新聞の外報部長として反ナチスの論陣を張るが、危険視されて休職に追い込ま
れた。敗戦とともに復帰。正力松太郎らの戦争責任の追及のため、讀賣争議の委員長
を務めた。その後は、岩手県釜石市の市長を3期務める。東民の反骨と挫折に光を当
てる。
【参考文献】鎌田慧『反骨　鈴木東民の生涯』講談社文庫 1992 ほか

 オプションで参加可能！ フィールドワーク＋事前レクチャー 

日本の食肉の歴史を支えてきた屠場。いわれなき職業差別、部落差別にさらされながら、
合理化の波に抗して、卓越した解体のわざとネットワークを保ち続ける労働者たち
の世界を知る。品川駅に近接する食肉工場の現場を訪ねるフィールドワーク。
【参考文献】鎌田慧『ドキュメント屠場』岩波新書 1998 ほか

10/4（金）　8:00～15:30予定
【フィールドワーク：東京都港区】
食肉市場・芝浦と場を訪れる

9/26（木）19:00～21:00
【事前レクチャー】

●先着20名限定　
※フィールドワークに参加される方は、事前レクチャーに必ずご参加ください。

ゲスト講師 高城　順　部落解放同盟東京都連合会品川支部長



無肥料自然栽培を始めて21年目。無肥料自然栽培の普及のため各地で講
演活動を行なう。『無農薬・無化学肥料で育てる! おいしい野菜づくり』を

共著にて成美堂出版より2023年に出版。
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池袋から電車で25分、交通の便の良い埼玉県の柳瀬川近くにある

広々とした畑で、固定種・在来種の〈たねとり（自家採種）〉を基本とし、
農薬、化学肥料や有機肥料に頼らず、自然や土の力を生かした無肥料
自然栽培の基本を実習で学んでいく実践講座です。農作業が初めての
方でも、実際に作業を行いながら講座を進めていきますので無理なく
続けられます。
この道21年のベテラン講師の講習は家庭菜園を長く続けている方
にも好評！ 四季を通じて畑に通い、野菜を育てながら、種まき、育苗、
植付、間引き、収穫、母本選抜、種とり（脱粒）、芽かき、摘心、剪定、移植、
など一通りの作業を実践で身につけていきましょう。
講座の最後には国産の間伐材でプランターを手作りし、ご自宅でも
自然栽培にチャレンジすることができます（オプション企画）。
〈たねまき〉から〈たねとり〉まで、いのちのサイクルを感じる自然栽
培をはじめてみませんか?

2024年3月～2025年2月
原則、毎月第1・第3日曜日 9:00～12:30（予定）
※終了時間は目安です。作業内容によっては早めに終了、もしくは延長することもあ
りますのでご了承ください。　※夏の暑い時期には8:00に開始予定。
●全23回　●定員：30名
●畑の場所：H.S.S圃場 埼玉県富士見市（東武東上線 柳瀬川駅より徒歩20分程度）
●受講料：66,000円（指導料、農具・資材使用料、保険料込）
※初めて自由学校連続講座を受講される方は別途入学金10,000円が必要となります。
※オプション企画でプランター作成講習に参加される場合は、別途実費10,000円が
必要となります。
●企画運営協力：H-seed to seed（HSS）

畑で実践！！
〈たね〉からはじまる無肥料自然栽培 

対面連続講座

講師 関野幸生

 オリエンテーション 

3/21（木）  19:00～21:00
会場：PARC自由学校教室とZOOMを併用しての開催

 畑での実践講習（予定） 
3/24　※富士見市内の別会場開催
4/7　   ※富士見市内の別会場開催　

4/21
5/5
5/19
6/2
6/16
7/7
7/21
8/4
8/18
9/1
9/15
10/6
10/20
11/3
11/17
12/1
12/15
2025/1/12
1/26

  講義の進め方 　 

毎回畑で講習を行いながら実習を行います。
クラスのメンバーで一つの区画にて一緒に作業を進めていきます。

【育てる野菜】（予定）
真黒茄子、イタリアン茄子、松島白菜、黒田五寸人参、アロイトマト、ビック
ネネトマト、黒皮スイカ、マクワウリ、相模半白胡瓜、唐辛子、スターオブディ
ヴィッドオクラ、ジャガイモ、楊貴妃オクラ、宮重大根、三浦大根、のらぼう菜、
小松菜、みやま小かぶ、バジルなど

【年間スケジュール】
※日程、内容は天候などの状況に合わせて変更することがあります。ご了承ください。

 最終講習・ふりかえり 

2025/2/16（日） 14:00～16:00
会場：PARC自由学校教室とZOOMを併用しての開催

 オプション企画 

『間伐材でプランターづくり！』講習
希望者のみ2025/2/2、2/9どちらか1日にご参加ください

※講座開始後も申込可能な場合がございます。PARC事務局までお問い合わせください。

※実費10,000円が別途かかります（材料費、送料込）　



【参考ウェブサイト】　日本ビオダンサファシリテーター協会
https://www.biodanza.jp/
【ラジオ配信】　Stand FM 「いのちのダンス放送局」

https://stand.fm/channels/621a4bf062fdf0d800d75458
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 ビオダンサ（Biodanza=いのちのダンス）は、南米はチリの医療人類
学者、心理学者、教師、詩人のロランド・トーロが、人にとって自然でシ
ンプルな動きをベースに構築したダンス・ワークです。

 ビオダンサが生まれた背景には、第二次世界大戦、戦後の冷戦、そ
してその煽りを受けた南米の動乱がありました。いのちが重んじられ
るどころか蹂躙される状況を前に、トーロは、人と人が出会い、踊る場
に、たしかな手ごたえと希望を見出していったのです。

 日々の生活の中では、ともすると「うまくいっている」ことだけが
大事にされがちですが、実際には思いどおりにいかないことも含めて、
状況は巡っていきます。

 私たちの内側もまた、晴れの日もあれば、土砂降りも、曇りもあり、
冬があればまた春もやってくる。

 変わりゆく内と外の風景のなかで、一期一会を大切に味わいながら、
みなさんとダンスの場を焚きあげ、いのちが持つほんとうの力にふれ
なおし、共に育んでいけたらと思っています。

2024年7月～12月
原則、隔週木曜日　19:00-21:30
※内容によって終了時間が前後する場合があります
●全13回　 ●定員：16名
●開催形式：対面（千代田区内会場（予定）ほか）
●受講料：55,000円
※日帰りリトリートは現地への交通費・食費・実費などが別途かかります。

ビオダンサ
── 今、ここに、いのちの灯をともす

ブラジル音楽に惹かれ、サンバチームでの活動を経て、ブラジルの住民
運動を支援するNGOに参加。サンパウロでビオダンサに出会い、2000

年に初めてビオダンサを日本に紹介。ファシリテーター資格（於ブラジル・サンパウ
ロ校）、養成資格（於イタリア・ミラノ校）、子ども・思春期向けファシリテート資格（於
フランス・リヨン校）を取得。定期クラスやワークショップを開催しつつ、自らも様々
なワークショップや勉強会に参加し、身心のつながりを探究し続けている。

対面連続講座

講師 内田佳子
国際ビオダンサ連盟公認ファシリテーター

7/4　《オープニング》

7/18　《動く・安らぐ》

7/27（土）　《日帰りリトリート》

8/8　《動きのよろこびに還る》　

8/22　《衝動としての表現を迎えいれる》　　

9/5　《内なる四元素を踊る》　

9/19　《ともにいること～アフェクティビティ》

10/3　《「型」からあふれだす力にふれる》

10/17　《ふれあいのなかで出会う》

10/31　《Untitled》

11/14　《源と出会いなおす》

11/28　《Untitled》

12/12　《クロージング》

ビオダンサの鍵となる言葉や概念を用いて、このワークが大切にしていることやク
ラスの構造についてお話します。みなさんからも受講に向けてのお声を頂戴する時
間を設け、早速からだを動かしていきます。

歩く、弾む、呼吸するなどのシンプルで基本的な営みを、いのちの動きとしてあらた
めて受け取りなおし、アクションに向かう力と回復のための休息のバランスを体感
していきます。

いつもの会場を離れて、1日かけて、ゆったりと時の流れを味わいながら、間に休憩
をはさんで2つのセッションを踊ります。

何かをするために働いてくれるからだから、ただ心地よさを感じるからだへ。動くな
かからやってくる心地よさをじっくりと味わっていきます。

トーロ曰く、私たちの存在そのものが、宇宙の創造性の顕れ。思いがけず、自分と世
界との間に生じてくる動きを全身で受け取っていきます。

私たちの創造の力を力動的に湧き立たせてくれる四元素～「地」「空気」「火」「水」。こ
の内いずれかにフォーカスして、私たちの内なる潜在力を再発見していきます。

他の存在に対する深い親しみの情としてのアフェクティビティ。受け取り、与えると
いう循環を踊り、違いをこえてともにいる中で流れだす何かにふれていきます。

トーロは、世界各地の彫刻、壁画、絵画等に見られる普遍的な所作を参考に、人の潜
在力を呼び覚ます22種類のポーズをビオダンサに導入しました。その内のいずれか
を踊っていきます。

生き生きとしたエネルギーが循環する回路としてのふれあい。よろこびの源泉とし
てのからだの可能性を、他者との関係性のなかで取り戻していきます。

ここまでのグループの歩みをふまえて、ファシリテーターがテーマを選定してクラ
スを行ないます。

自然や宇宙など、私たちを包み込む、より大きな全体性とのつながりの回復という、
根源的な欲求に寄り添っていきます。

ここまでのグループの歩みをふまえて、ファシリテーターがテーマを選定してクラ
スを行ないます。

グループとして共に歩んできた半年を振り返り、祝い、互いを踊りのなかで送り出し
ていきます。

★ビオダンサでは、各自が自
分のペースで、心地よく動く
ことを大切にしています。か
らだの声を聴きながら、ひと
つひとつのエクササイズに無
理のない形でご参加ください。

 ビオダンサ神田の森オープンクラス 
自由学校の連続講座に先立ち、これまでの受講生の有志が立ち上げた自主ク
ラスです。1回でも複数回でも、ビオダンサを体験できます。音楽に乗ってシ
ンプルで自然な動きを味わうクラスです。

2024/3/28～6/20（隔週木曜日 全7回）19：00～21：30

●参加費：1回4,000円
●会場：千代田区内施設（お申込み後にご案内します）
詳しい日程、内容、お申込は下記から、自主クラス
連絡先へお願いします。
https://biodanzayoyogikanda.peatix.com/

ファシリテーター 内田佳子
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今を生きる新しい視点が見え、ともに生きるエネルギーが湧いてく
る講座です。
色々な意味で便利になった現代社会。しかし現代ほど人間が分断され、
孤独を強いられる時代はないのではないでしょうか。
アートは現代社会を反映し象徴するもの。アートという一見曖昧で
感覚的な現われの中に、忘れられている大切なものが詰まっています。
個人の思想や社会への問題提起から、スパッと割り切れない曖昧な感覚、
戸惑い、矛盾や混乱、葛藤といったものまでも、〈感じる〉ことを通じて
共有していきます。
この講座では、歴史的に重要なアート作品について「講義・解説」を

聞いてアートを理解するとともに、参加者自身が〈表現すること〉〈感
じること〉を通して他者と共有・「ダイアローグ」し、時には個人を深掘
りしながら表現の原点について、そして社会や自分自身について、よ
り深く理解していきます。
アート・表現することを通じて何かしたい、人とつながりたい方だ
けでなく、美術やものづくりに苦手意識がある方にこそおすすめです。
ひとりで作品と向き合うだけでは見えてこなかった視点や新しい自分
自身を発見することができるでしょう。

表現することは生きること
対面連続講座

6/27（木）
リレーして絵を描く：「対話しながら一枚の絵を見てみよう」

8/1（木）
みんなでライブペインティング

9/12（木）
「自分って何だろう？」アートセラピー
〈写真でつくるマンダラ・コラージュ〉

7/11（木）
「印象派とV・ゴッホとヨーロッパの近代」〈点描体験〉

7/20（土）午後 　【東京都美術館を訪ねる】
展覧会を見に行きその印象をダイアローグ

9/21（土）～9/22（日） 　【東京近郊で1泊2日合宿】
「自画像は語る」〈様々な視点から自画像を描く〉

10/10（木）
プレゼンテーションと講評　その1

12/5（木）
「表現の本質って？」
アールブリュットとアートセラピー〈自由な素材で表現〉

12/19（木）
プレゼンテーションと講評　その2

11/21（木）
「イメージと記憶の交差点」〈自分だけの写真集制作〉

11/7（木）
「夢・表現・シュルレアリスム、
作家の田口ランディさんを交えて」〈夢ドローイング〉　
ゲスト講師 田口ランディ　小説家

参加者全員でリレーして一枚の絵を描き、その後粘土で立体を作ります。マーク・ロ
スコ、G・バゼリッツ、G・リヒターなど絵を見て感じたことを感じたまま話し共有し
表現します。

前半の講義でつくった作品を囲んで、参加者全員でダイアローグします。どんな思い
で何を感じながら作ったのか、自分の作品を語ることでの気づき、他者の感想を聞く
ことで新たな発見があることでしょう。

大きい紙に絵具でライブペインティング。終わってから感想をダイアローグ。作品
は好きなところをカットして持ち帰ります。

アートセラピーやそれに関係するアート、アーティストについて知り、マンダラ・コラー
ジュの方法を使って体験します。

印象派の成立からヨーロッパの近代を考え、生きづらいゴッホの人生と近代的自我
を語ります。モノクロームの画面からカラーへの移行を制作します。静物の明暗を
鉛筆で表現。そこから点描の方法で水彩画を描きます。

東京国立近代美術館にて「TRIO　パリ・東京・大阪　モダンアート・コレクション」を
鑑賞しその印象や感じたことをダイアローグし、言葉や絵画で表現します。

10/24（木）午後　【神奈川県小田原市を訪ねる】
小田原市のアート施設「アール・ド・ヴィーヴル」を訪ねる
講師の中津川さんがアートディレクターを務める、アートを仕事にする福祉事業所
を訪ねます。何故魅力的なアート作品が障害特性がある人たちから生み出されるの
でしょう？　アトリエを見学し、理事長の萩原美由紀さんのお話を聞き、考えます。
※施設見学のため、平日の午後の時間帯に訪問いたします。ご注意ください。

夢は自我や無意識の反映だけでなく、日々の生活や社会からの情報を
も反映しています。シュルレアリスムの作品について対話し夢・無意
識について考えます。そのあと、夢日記から水彩・クレヨンによる夢ド
ローイングをします。

歴史的に重要なアート、広告写真を見てダイアローグします。写真史とともにアンリ・
カルテェ・ブレッソン、U・アッジェ、ダイアン・アーバス、広告写真などをレクチャー、
ダイアローグ、その後自分だけの写真集を作ります。

アートセラピーやそれに関係するアート、アーティストについて知り、また、アール・
ブリュット、アウトサイダーアートの作家の作品を見て、感じたことを話し、「表現す
ること」そのものについて考えてみましょう。ワークでは自由な素材で表現します。

後半の講義でつくった作品を囲んで、参加者全員でダイアローグします。これまで
に作った作品について、互いに感想や意見を出し合うことで、さらに深めます。アー
トは誰にでも表現でき、語れると実感することが大切です。時代や状況が変わっても、
一人ひとりの生きるエネルギーとしてのアートの本質は変わりません。作って終わ
りではなく、時代を見る目と表現の楽しさを体験し、語り合いましょう！

なぜアーティストたちは、自画像を描きつづけてきたのか？フリーダ・カーロを中心
にレンブラント、ゴッホ、ピカソなどの画家の自画像を見てダイアローグします。作
品を味わった後で、様々な角度から自己を観察し、じっくり時間をかけて自画像を制
作します。
※感染症の状況により、日帰り講座へとプログラムが変更になる可能性がございます。

ブルーバイオレットの線描を主体とした大画面のドローイング・ペインティ
ング作品を「記憶・痕跡・欠損」をテーマに国内外で展覧会を開催。アートに
よる社会変革、「できないことからつながる社会」を目指す。障害者施設「工
房集」や「アール・ド・ヴィーヴル」のアートディレクション、展覧会の企画・プ
ロデュース、大学・専門学校でアートを通したコミュニケーションスキル開
発やデザイン・美術教育に携わる。福祉、教育、障害など、具体的な社会とアー
トの関係性を問い直しつつ、障害の有無にかかわらず、子どもから大人まで、
様々な人を対象としたアートワークショップ、講演、ライブペインティング等、
全国各地で活動。

2024年6月～12月
原則、木曜日19:00～21:30ほか
●全12回　●定員：16名　●開催形式：対面（PARC自由学校教室ほか）　
●受講料：49,000円（材料費・画材費込）

講師 中津川浩章　
 画家／アートディレクター／フリーキュレーター

※出かける回は現地への交通費・宿泊費・食費・展覧会費などが別途かかります。
※感染症の状況により、プログラムが変更になる可能性があります。



滋賀県甲賀市にあるアートセンター＆福祉施設「やまなみ工房」では、
約90人の障害を持つ利用者が約20人のスタッフとともに過ごし、一人
ひとりの興味や関心を見つめ、活動しています。このフィールドワー
クでは「やまなみ工房」での創作活動の様子を見学し、交流することで、
誰もがあるがままの自分を認められる場の在り方を体感します。
2日目には、近江八幡市のボーダレス・アートミュージアムNO-MA
を訪問し、アール・ブリュット作品を鑑賞します。

日本と中国は文化的、社会的に近いようで、遠い…。そして昨今は国
際情勢が緊迫する中、隣り合う両国の交流は滞っているように見えます。
しかし、細く、長く活動を続ける人びとがおり、それぞれ抱える問題を
比較分析しながら、良い意味での刺激を与え合っています。
本企画では、講師に加えて日本で暮らす中華系の若いアクティビス
トたちに毎回登場していただき、フェミニズム、教育、選挙・政治参加
などを切り口に、①中国での運動の最新状況の共有、②日本の運動と
の相違点や学ぶ点などについての議論を行います。その上で、日本と
中華系のアクティビストたちが今後何らかのアクションや運動を協働
していける関係づくりを目指します。

2024年10月26日（土）～27日（日）　1泊2日
●集合：10/26　11:30頃　JR草津線「甲南」駅改札付近　
●解散：10/27　お昼頃　ボーダレス・アートミュージアムNO-MA付近

●スケジュール（予定）：

10/26（土）午後　やまなみ工房のカフェにて昼食、アトリエ見学、山下完和施

設長と中津川さんのクロストーク等 　10/27（日）　ラコリーナ近江八幡、ボー

ダレス・アートミュージアムNO-MA（予定）　（お昼過ぎ解散予定）

●参加費：37,000円（プログラム費、宿泊費、26日昼食費、27日朝食費含む）
※集合場所まで及び解散後の交通費は各自でご負担ください。
●定員：20名　※最少催行人数：8名

2024年6月～　土曜日14：00～17：00
●全3回＋交流会　●定員：30名（教室参加定員20名）　
●開催形式：対面（PARC教室を予定）またはオンライン（ZOOM）の選択制
※教室開催が困難な場合には、オンライン参加のみとする可能性があります。

●受講料：一般　会場参加 各回1,200円、オンライン参加 各回1,800円 
 U25割　会場参加 各回500円、オンライン参加 各回800円

案内人 中津川浩章　
　　　画家/アートディレクター/フリーキュレーター

講座コーディネーター 阿古智子
東京大学大学院総合文化研究科教授／PARC理事

「やまなみ工房」とは
知的や精神、身体に障害を持つ約 90名の利用者と約 20名のスタッフがとも
に過ごすアートセンター＆福祉施設。一人ひとりの興味や関心を見つめ、活
動を行うことで、結果として人々の心をうつ多数のアート作品を生み出して
いる。粘土や絵画に取り組む「アトリエころぼっくる」、刺繍や絵画に取り組
む「こっとん」、健康のため散歩や運動に取り組みながら表現活動に取り組む
「ぷれんだむ」、メンテナンス作業を中心に取り組む「もくもく」、古紙回収
をはじめ様々な活動に取り組む「たゆたゆ」、CAFEを営業をする「hughug」
の 6つのグループに分かれて活動する。これまでにも NHK教育テレビジョ
ンの番組『バリバラ～障害者情報バラエティー～』内でも取り上げられるほ
かパリ、ニューヨーク等へも作品を多数送り出している。
やまなみ工房公式ウェブサイト：http://a-yamanami.jp/

【第1回】　6/15
なぜ人びとは声をあげるのか？　中国におけるアクティビズム
の状況──選挙・政治と若者の運動　

阿古智子　東京大学教授／PARC理事

【第2回】　6/22
教育の未来を語ろう──加熱する中国の受験競争の実態から　

李一諾　一土学校・元ゲイツ財団中国代表／東京大学客員研究員

【第3回】　※7月以降で調整中
フェミニズムが私たちをつなぐ──家父長制、資本主義が阻害
する人権課題　

アート・アクティビズム実践編！
──中華系アクティビストと一緒に制作活動

アートをめぐるフィールドワーク in 滋賀
　　　　　　　──やまなみ工房を中心に

日本×中国　アクティビズムの交差点
　　　　──フェミニズム、教育、民主主義

国内
エクスポージャー

特別オープン講座

ハイブリッド
単発企画

  本企画の特徴 　 

●毎回、中華系アクティビストたちが講師の他に参加します。
●彼・彼女たちと受講生が一緒に議論・交流する講座です。

※第1～3回の企画に1回以上参加した人のみを対象とした交流企画です。
※第1～3回の全回にご参加いただいた方は、交流イベントの参加費は無料です。

※詳細は決まり次第ウェブサイトに掲載します。

 対面ワークショップ＆交流イベント （調整中）



渦中の島、沖縄は私たちに多くの問いを投げかけます。
辺野古新基地建設をはじめ、自衛隊基地の建設が強行され琉球弧（南
西諸島）の軍事強化が進む現状や、全国にも広がるPFAS問題、市民運
動を規制するような土地規制法など、沖縄と日本をめぐる現状は深刻
さを増しており、抵抗運動を続ける人びとへの弾圧は厳しくなる一方、
緊迫した状況が現地では続いています。
このツアーでは沖縄島の各地を訪問し、私たちも抗議の意思を訴え
ながら、基地や戦争に反対する思いを共にする人びとと交流します。
沖縄各地の活動の現場と歴史を巡り、人びとと出会いながら繋がる
ことで、共に社会の暴力に立ち向かうために何ができるのか、考えて
みませんか。
学び、出会い、歩き、動き出すための旅です。

2024年11月21日（木）～11月24日（日）　3泊4日
※詳細は決まり次第webサイトに掲載いたします。
※スケジュールは現地の状況・天候などにより変更になる場合があります
※本ツアーは那覇空港集合・解散になります

案内人 太田武二　命どぅ宝ネットワーク

アクションツアー沖縄2024
　　　　　平和の祈りを沖縄から

国内
エクスポージャー

1949年宮古島生まれ。東京育ち。運転手として働きながら、さまざまな
平和活動・集会に参加。沖縄を軍事拠点から平和の要へ変えるための運動の中で三線
を弾き始める。自ら集会や芸能文化祭、スタディツアーなどを企画・開催。命どぅ宝
ネットワーク代表。

●訪問先（予定）
辺野古での抗議行動に参加 /シュワブゲート前テント /海のテント訪問、名護市安和、
本部町塩川での土砂搬出の抗議行動に参加、読谷村（チビチリガマ、残波岬、座喜味城
址）、嘉手納基地見学、普天間基地見学など



過去の連続講座を1回から選んで好きな時間に視聴可能　各回 600円

PARC自由学校の過去講座から厳選された録画記録（アーカイブズ）
Vimeo オンデマンドでいますぐワンクリックで視聴可能！
スマホやタブレットにダウンロードして好きな場所でも聴ける！

およそ半世紀にわたって世界と日本を取材
し、戦争の傷痕、人間の再生について見つ
め続けてきたドキュメンタリー写真家・大
石芳野さん。パプアニューギニア、カンボ
ジア、広島・長崎、そして福島。それぞれの
現場で大石さんは何を見つめ、何を感じた
のか。ご自宅の書斎で語っていただいた全
4回シリーズ（聞き手：永田浩三）。

設立50周年を迎えるアジア太平洋資料セ
ンター（PARC）。民衆の連帯を通じたオル
タナティヴな社会の実現という理念は、今
も色褪せていない。その活動を担ってきた
先輩方を講師に迎え、運動の“これまで”と
“これから”を語り合ったオーラル・ヒスト
リーの連続講義（講師：武藤一羊、ダグラス・
ラミス、内海愛子ほか）。

四日市公害、原発被曝労働、毒ガス製造の
過去など、高度経済成長する日本社会の暗
部を、苦しむ人びとの目線に立って半世紀
以上にわたって記録し続けてきた報道写真
家・樋口健二さん。その樋口さんが貴重な
写真・資料とともにご自宅の書斎から自伝
的戦後史を語った全8回シリーズ（聞き手：
永田浩三）。

自由学校セレクト・アーカイブズ

写真家・大石芳野
顔と風景に刻まれた
記憶と歴史

（2023年度）

レアメタルと気候危機
──「脱炭素」の裏で

問い続けるものたち
──アジアと日本の
歴史から描く未来 

（2022年度）

樋口健二・売れない
写真家が見つめた
日本の闇

（2021年度）

●2024年／42分
●DVD 本体4,500円＋税（図書館価格：15,000円＋税）
●オンライン視聴 72時間レンタル 600円～

【DVD 好評発売中】
希望の給食──食と農がつむぐ自治と民主主義
本体価格4,500円＋税（図書館価格15,000円＋税）

プラットフォームビジネス──「自由な働き方」の罠
本体価格4,500円＋税（図書館価格15,000円＋税）

※過去の講義から受講生との質疑応答など一部をカットした録画記録を配信します。
※セレクト・アーカイブズのご利用には動画サイト「Vimeo」（ヴィメオ）へのアカウント登録（無料）が必要です。お手元のパソコンなどのウェブ・ブラウザで視聴いただけるほか、
スマートフォンやタブレットにVimeo専用アプリ（無料）をインストールすると、購入した動画を保存して外出先でオフライン視聴することもできます。詳しくは、PARC
自由学校ウェブサイト（https://www.parcfs.org）をご覧ください。

PARC VIDEO&DVD

アジア太平洋資料センター（PARC）では、国内外の市民団体や研究者との

ネットワークを活かして、エビやバナナ、パーム油、スマホ、プラスチック

など私たちの身近な題材を切り口に、50本以上の作品を制作してきました。

作品は、全国の高校・大学の授業や自主上映会・学習会で活用されています。
※各作品の詳細・予告編や購入方法はPARCウェブサイト（http://www.parc-jp.
org）をご覧ください。DVDでの販売のほか、一部の作品はVimeoでもレンタル視
聴いただけます。

深刻さを増し、対策が求められている気候危機。だが、再生可能エネル

ギー拡充や電気自動車の普及には大量のレアメタルが必要とされ、イン

ドネシアやフィリピンではニッケル鉱山のために人びとが犠牲を強い

られている。気候危機対策はどうあるべきなのか。



　北海道・札幌に拠点を置く「市民がつくる、市民の学びの場」です。今年
度も、先住民族をめぐるテーマや地域における開発・環境問題を取り上げ
る講座など、多彩な講座や学習会を開講予定です。オンラインで参加可能
な講座も多数準備していますので、北海道外の方もお気軽にご参加ください。
詳しい講座内容やお申込についてはウェブサイトを参照ください。

東京の西の端、八王子市を中心に市民のゆるやかなつながりの中で生まれ
た学習グループです。2011年の東日本大震災／福島原発事故後の取り組み
からスタートし、さまざまなテーマの講座やワークショップ、上映会など
を不定期に開催しています。2020年からのコロナ禍でしばらく活動を休止
していましたが、原発関連のイベントやパルシック／APLAなどの民衆交
易品や地域の福祉NPOの商品を紹介する「くらし・つなぐストア」の活動
は続行。近隣のカフェなどに規格外のバランゴンバナナを使っていただく「ぽ
こぽこバナナプロジェクト」に参加するなど持続可能な地域や暮らしをめ
ざして、身の丈でできることをしています。キャッチフレーズは、「未来の
人たちに手渡せる社会を選びとろう」。最近の情報は facebookをご覧くだ
さい。

NPO法人泉京・垂井は、垂井町に暮らす住民誰もが、垂井町のまちづくりに
自ら参画し、行政、事業者・企業などと協働してまちづくりに関する事業を
行い、「より幸福度の高いまち・垂井」を実現することを目指しています。
オーダーメイドで大学などの教育機関、NGO・NPOなど、事業者・企業など
の研修を受け入れる、SDGs非営利コンサルティングにも力を入れています。
日本の農山村から国際協力・SDGsについて体感してみましょう！
お問い合わせ、お申し込みは、右記まで。

あどぼ・してぃずんプロジェクトは、京都、名古屋、岐阜を中心とした全国
のNPO・NGO関係者により組織され、アドボカシーの担い手育成講座であ
る「あどぼの学校」の実施、ならびに各地域のアドボカシー研究・分析を行っ
ています。先人たちのアドボカシーの系譜を記録する「あどぼを紡ぐ研究会」
を実施し、各地のアドボカシーの実践者をネットワークする「あどぼのプラッ
トフォーム」の運営などに取り組んでいます。

PP21の国際民衆行事から生まれて、今年で35年目になります。自分たちの
暮らしと他者がつながっているという視点から日本や世界の現実を知り、
とらえかえす場です。つくられた壁に穴を開けようと、「自己責任」ではない、
人と人とがつながる社会について、講座やフィールドワーク、ライブやス
タディーツアーを通じて考えています。講座は6月から開講予定です。詳
しくはウェブページをご覧ください。

●さっぽろ自由学校「遊」

●八王子市民のがっこう「まなび・つなぐ広場」

● NPO 法人泉京・垂井

●あどぼ・してぃずんプロジェクト

● PP21 ふくおか自由学校

全国の自由学校ネットワーク

自由学校は学びの草の根ネットワークです。
全国各地でそれぞれの地域に根差した個性的な自由学校が開講されています。
また「自由学校」と名乗ることがなくても、
地域で市民のための学びの場を提供する取り組みが全国に多数あります。

〒060-0061　
札幌市中央区南1条西5丁目愛生舘ビル5階 501
TEL: 011-252-6752　FAX: 011-252-6751
syu@sapporoyu.org
http://sapporoyu.org/
https://www.facebook.com/sapporoyu

〒503-2124 
岐阜県不破郡垂井町宮代1794-1
TEL：0584-23-3010　FAX：0584-84-8767
info@sento-tarui.org
https://sento-tarui.jimdofree.com/

https://www.advo-citizen.org/

〒192-0082
八王子市東町3-4アミダステーション気付　
manabi.tsunagu@gmail.com
http://www.gakkou.org
https://www.facebook.com/843kozapage/?ref=bookmarks
https://www.facebook.com/kurashitsunagu

〒815-0083　
福岡市南区高宮4-10-41 パウリスタ工房気付
TEL: 090-4357-7596、080-6406-9251
ohyamayairochou@yahoo.co.jp
http://fukuokafreeschool.web.fc2.com/



1．ウェブサイトからお申し込み、またはメール・電話・FAXでお問い合わせください。

申し込み締切：2024年5月20日（月）
※締切後のお申し込みおよび途中参加についてはお問い合わせください。

2. お申し込み後、お支払いのご案内をメールまたは郵送にてお送りしますので、郵便局・銀行

にてご入金手続きをお願いします。ウェブサイトからはクレジット決済も可能です。

受講料のお支払いをもってお申し込み手続き完了となります。定員に達し次第締め切りますので、

お早めにお申し込みください。
※領収証の発行をご希望の方は、PARC事務局までご連絡ください。

3. お申し込み・ご入金いただいた皆さまには、開講日2週間前になりましたら、講座の詳細につ

いてご連絡申し上げます。

◎自由学校連続講座を初めて受講される方は、受講料の他に入学金10,000円が必要です。（入

学登録完了後は、以降の年度でのお支払いは不要です。）

◎お支払いいただいた入学金・受講料は、講座開講中止の場合を除き払い戻しできません。ご

了承ください。

◎消費税はすべて内税です。

◎入学金・受講料とも原則一括でお支払いください。分割入金をご希望の方は、事務局までご

相談ください。

◎若者応援！〈U25割〉／〈U30割〉：25歳以下の方は講座番号1～8の講座を、30歳以下の方は講

座番号9の講座を、特別割引受講料5,000円（入学金免除）にて受講いただけます。ご希望の方は

ウェブサイトの専用ページからお申し込みいただくか、PARC事務局までお問い合わせください。

オンライン講座、対面講座、両者を組み合わせたハイブリッド講座がございます。開講形式の

詳細は各講座ページをご確認ください。なお、オンライン講座はzoomを利用する予定です。

●講座の録画（または録音）の視聴・配布資料の閲覧
ご自身が受講されている連続講座については、講座終了後に講義内容の録画（または録音）の

視聴および配布資料を原則、インターネットでご覧いただけます（原則、2024年度内に限る）。

復習や欠席された際にぜひご活用ください。ただし、講師の事情ならびに運営上の都合等によ

り共有できない場合や、出かける回や作業が中心の講座など録画（または録音）されない講座

もあります。また、質疑応答等は省略する場合があります。予めご了承ください。

●他の連続講座の単発受講（越境受講）
通常、連続講座は全ての回数を通しで受講いただくことが前提ですが、同年度に連続講座を一

講座でも受講いただいている方は、「越境受講料」をお支払いいただくことで、他の連続講座の
単発受講（越境受講）が可能になります。越境受講が可能な講座の詳細や越境受講料について

はお問い合わせください。

●オンライン受講のサポート
オンライン参加にあたり、接続等に不安のある方はPARC事務局までご相談ください。接続マ

ニュアルの送付など、ご参加のためのサポートをいたします。また、機材やインターネット環

境に不安のある方は、PARC事務局にてオンライン講座にご参加いただくことも可能です。

●対面開催の講座については、感染症の状況により、講座日程の延期や中止、あるいはプログラムの一部変更の可能性がございます。
●講座開催時の感染症の状況に応じて、参加者間の間隔確保や換気、消毒、飛沫拡散防止など必要な対策を行います。またご参加の皆様にはマスクの着用や消毒、
検温などのご協力のお願いをする場合がございます。
●感染予防のため、発熱やせきなどの症状がある場合、体調不良の場合には対面でのご参加はご遠慮ください。

PARC自由学校での感染症対策について

お申し込み方法について

入学金・受講料について

割引制度について

講座の開講形式について

連続講座受講生が
利用できるサービスについて



　PARC自由学校は、世界と社会を知り、新たな

価値観や活動を生み出すオルタナティブな学び

の場です。1982年の開講以来、アジア、アフリカ、

中南米など世界の人びとの暮らしや社会運動を

知る講座、世界経済の実態や開発を考える講座、

環境や暮らしのあり方を考える講座など、毎年約

15講座を開講しています。

　私たちが生きている世界のこと、そしてその世

界とつながっている日本社会のことを知りたい。

より豊かな暮らし方や生き方のヒントが欲しい。

自分らしさを表現するための技術を身につけたい。

そんな人たちが出会い、学びあうのが自由学校です。

　新しい視点や新しい知識に出会うと、発想が変

わります。すると、これまで思っていたのとは違

う世界や社会が見えてくるかもしれません。そ

して、今のようではない社会はどんな社会なのか、

どうしたら実現できるのかを考えたくなったり、

もしかしたら動き出したくなるかもしれません。

自由学校はそのきっかけとなる場でありたいと

考えています。

　特定非営利活動法人アジア太平洋資料センター

（PARC：Pacific Asia Resource Center）は、南と

北の人びとが対等・平等に生きることのできる社

会をめざして様々な活動に取り組んでいます。

　南の人びとの状況や国際的な課題についての

情報収集や調査研究活動、問題の解決に向けた政

策提言活動やキャンペーン、PARC自由学校や開

発教育教材としてのオーディオ・ビジュアル作品、

インターネットを通した情報発信を行っています。

　南と北の人びとが対等・平等に、ともに生きて

いける関係をつくることと、日本社会が変わるこ

とは、別々のことではありません。PARCは人び

とが国境を越えて出会い、ネットワークを広げ、

エンパワーしあっていく、その媒介役となること

をめざしています。

より詳しい情報については、PARC自由学校ウェブサイトをご覧ください。

http://www.parcfs.org/

お申し込み・お問い合わせ

特定非営利活動法人アジア太平洋資料センター（PARC）
PARC自由学校

〒 101-0063　東京都千代田区神田淡路町 1-7-11　東洋ビル 3F
TEL: 03-5209-3455  FAX: 03-5209-3453  Email: office@parc-jp.org

郵便振替 00100-2-606697  PARC 自由学校
ゆうちょ銀行 〇一九支店（019） 当座口座 0606697  PARC自由学校

PARC自由学校 検索 こちらでも情報発信中！ @parc_jp

PARCとは？　 PARC自由学校とは？


